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２００９年３月７日　　　　作成責任及び文責　古畑　等





　三月になりました。♪♪「春は名のみの風の寒さや」♪♪とはいえ、梅の香ただよい、着実に日足は伸びています。しかし着実にスギ・ヒノキの花粉も増加中。アレルギー対策は大丈夫ですか。五月の合宿・七月の本番に向けて体調を整え、練習を（なるべく）休まないで頑張りたいものです。今月号は記事多彩で、嬉しいことです。





二月七日(土)


　ＶＴは福井雅志先生。福井先生のＶＴで「フォルテを出せる構えでＰＰで発声を」という訓練。腹筋によく効きそうです。またこれなら近所迷惑でなく家でも発声練習ができます。


「ホームソングメドレー日本編Ⅱ早春譜・赤トンボ・椰子の実」と、宮崎駿アニメ「もののけ姫・君をのせて・隣のトトロ」の音程確認などパート練習し、全体でアンサンブル練習しました。早春譜の六拍子リズムには乗っていきたいと、赤トンボ三十九ｐ「ゆうやけこやけの赤トンボ」のくだりは、その前の沈んだ雰囲気とは変えて美しく（明るめに）響かせたい、ノンブレスで「赤とんぼ」の「あ」を少し強くして表現できればと、貞松先生が強調されました。「椰子の実」はうねるように演奏できればとも言われました。「隣のトトロ」では「トトロトトロトトロトトロ」とＢからＳへ移行するくだりがまだ揃いません。


二月十四日(土)男声合同パート練習（男声合唱等）


二月二十一日(土)


　ＶＴ竹岸先生。先生がいつもおっしゃるように臍下丹田で支え、身体を一本の縦の筒にして、口中はアクビの形。こうすると高い音も苦しくありません。


今回は新譜を貞松先生から頂き、音とりパート練習後、全体練習。「アヴェヴェルムコルプス」(次回定演トップの予定)・「遥かな友に」・「夜の歌」三曲でした。


スローテンポで静かな曲は、いい響きを保って歌うためにいい修行になります。


また男声には「フィンランディア」の新譜出ています。歌詞と解説は二面（中山さんよりご提供）。





Finlandia-hymni － フィンランディア賛歌  （Ｂ中山さんのご提供）





V.A. Koskenniemi (1940) 松村一登訳 


Oi Suomi, katso, sinun päiväs koittaa, 　おお，スオミ，見よ，お前の夜明けだ 


yön uhka karkoitettu on jo pois, 　　　 　お前を脅かす夜は遠くへ追い払われ 


ja aamun kiuru kirkkaudessa soittaa 　　ヒバリが，輝く朝の歌を歌っている 


kuin itse taivahan kansi sois. 　　　　　　まるで空自身が奏でているようだ 


Yön vallat aamun valkeus jo voittaa, 　 朝の光が夜の闇の力に打ち勝ち 


sun päiväs koittaa, oi synnyinmaa. 　　　お前の朝が明けたのだ，祖国よ 


  


Oi nouse, Suomi, nosta korkealle 　　　さあ立ち上がれ，スオミ，高々とあげよ 


pääs seppelöimä suurten muistojen, 　偉業の記憶の花束で飾られた自分の頭を 


oi nouse, Suomi, näytit maailmalle 　　さあ立ち上がれ，スオミ，お前は世界に示した 


sa että karkoitit orjuuden 　　　　　　　他民族による支配をはねのけたことを 


ja ettet taipunut sa sorron alle, 　　  圧政に屈しなかったことを 


on aamus alkanut, synnyinmaa. 　　 　お前の一日が始まるのだ，祖国よ 





○定期演奏会委員会から報告


　２月７日練習前に定演委員会が開かれました。出席者。貞松先生・井関先生・岡団長・西浦賢輔議長・伊藤訓子サブの六氏。


ステージは３部構成。第３部に大曲「島よ」の予定。貞松先生は「Climb　every　mountain」―全ての山に登れ―サウンドオブミュージックの挿入歌―を考えてくださっているようです。素晴らしい曲です）


また、五年ぶりになるのでしょうか、男声合唱を盛り込みたい。（２月１４日に男声が合同練習しました。）


これからの活動について定演サポートスタッフを募集します。Ｓ２・Ａ２・男性２の割で出てほしい。


嬉しいお知らせ：２月７日、女性の見学者が２名お越しくださいました。大川幸子（さちこ）さん・新田展子


（のぶこ）さん。いずれもソプラノで、練習見学後、入団を決めてくださいました。大歓迎です。


○ヴォイストレーニング：福井雅志先生の日は、男性の発声を個人レッスンしていただけるようになりました。


○２月２１日。定演サポート。次のように決定しました。Ｂジュリアンさん、Ｓ奥野直美さんと村田有香子さん、Ａ池内サチ子さんと定演会計島本瞳さん。皆さんご苦労様です。尚Ｔからはシャンテ担当古畑が入ります。


○２月２２日の橋本シルバーコーラス。聴きに行っていただいた皆さんありがとうございました。


○４月２６日（日）１日強化練習　すばるホール リハーサル室　午前１０時から午後５時








○強化合宿について；期日　５月２３日（土）～２４日　　場所　紀伊見荘（皆で盛り上げましょう）


○定期演奏会：７月１９日(日)　（全団員が舞台に上がれますように）


○演奏会に向けてのこれからの練習予定（別紙スケジュール出ています）


３月から４月まで：３月は７日・２１日、４月は４日・１８日、パート練習あり。（男声は済み）


５月以後（５月２日と３０日の土曜日は練習なし）


５月は９日・１６日・２３日～２４日の合宿、合宿後一日の強化練習が計画されています。


６月は６日・２０日・２７日、７月は４日・１１日・１８日（前日リハ）⇒１９日の定期演奏会





シャンテ担当者古畑　等から、皆さんの原稿をお願いします。　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ





２月１４日の男声練習と懇親会にご協力・ご参加下さった女声の皆さんありがとうございました。





本日　両面です





オペラ　カルメン


三月十四日(土)と十五日(日)いずれも午後３時開演


　会場　尼崎アルカイックホール


　本団ＶＴ福井雅志先生ご出演。





団オリジナル歌集25曲決定しました。（Ｓ福井さん）


≪混声合唱≫　１、歌声を世界に　２、Ave verm corpus　　３、Climb Ev'ry Mountain　　４、夜の歌　　５、夏の夕べ　


６、ふるさと楽し　７、雨　　８、大地讃頌　　９、落葉松　　10、流浪の民　　11、朧月夜　　12、鯉のぼり　


13、夏は来ぬ　　14、TSUNAMI　15、埴生の宿　　16、サリマライズ　　17、希望のささやき


　　18、おんがく　　19、エーデルワイス　　20、遥かな友に


≪男声合唱≫　21、遥かな友に　　22、いざ起て戦人よ　　23、見上げてごらん夜の星を　　24、フィンランディア


≪女声合唱≫　25、翼を下さい


四月には出来る予定です。１冊２０００円ぐらい。担当上田喜一さん、福井聖子さん、本田峯朗さん、奥野麻美さん。








解説から（抜粋）





シベリウス（１８６５～１９５７）の作品の中で、日本


でとりわけ有名な「フィンランディア」が作曲されたのは、


まだ独立前のフィンランドがロシア化政策の厳しい締め


付けの中にあった１８９９年である。


　この歌詞が書かれたのは１９４０年、すなわちフィンラ


ンドが対ソ戦争の前半「冬戦争」の時である。その戦争


では圧倒的な戦力の差にも関わらず、フィンランドは一


時ソ連軍を撃退するほど善戦するが、最終的には講和条


約においてカレリア地方を失う。「フィンランディア」


は二重の意味でフィンランドとロシアの歴史的な関係


を映しているといえる。








団員投稿欄　今回はベース山本潔さん


　　　　　　　　　　　音楽葬依頼の構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベース　山本　潔


　２、３年前から漠然と音楽葬を遺って欲しいなあと思い、チラチラと希望を口にしていたのですが、昨年（平成20年）東京


混声合唱団の大阪公演（いずみホール）で組曲「死んだ男の残したもの」を聴いた時に、私の残すものは「これだ」と確信し


ました。そこで、今年は本格的な筋書きをCHANTERに載せていただくことにしました。


音楽葬　（あの世への旅立ちの音楽会）


オープニング


月見草の花〔女声斉唱　1番はソロ〕（この歌は、約50年前、会社の同僚から教わったもので、私が仕事の都合で神奈


川県の葉山町に住んでいたのですが、家から20分ほどの所に小高い仙元山という山があり、


そこから相模湾を眺めた感じが、この曲の歌詞にピッタリなのでこの曲を選びました。）


浜辺の歌〔女声2部合唱〕（この歌もやはり私の第2の故郷である葉山町で毎日夕方6時（夏期7･8月は7時）に町内


にチャイムで流れていた曲なのです。）


・ 筑波山麓合唱団〔男声4部合唱〕


・ リュックサックの歌〔男声4部合唱〕


故人の紹介　　自分史の朗読


献花　　花はカーネーションで、単花・スプレーどちらでも可、色は赤・白・ピンク。過去に定演で歌った「おおさか


風土記、筑後川、旅」等をCD orテープでバックに流した中を参列者に献花をしていただくように願います。


葬送


　　　　献花が終わりましたら、いよいよ最後の曲、私の大好きなヴェルディのレクイエムの抜粋を混声合唱（一部ソロ）で


お願いいたします。本来はオーケストラ伴奏でダブルコーラスの壮大な曲なのですが時間的にも費用の面でもとても


無理なのでできましたら井関先生のピアノ伴奏でお願いいたします。抜粋は、「レクイエム」（１～78小節）と


「ディエスイーレ」の中のラクソモーザ（624～701小節）から最後のアーメンまでお願いします。（昇天）


もしどうしても演奏が無理な場合は、メゾソプラノをフィオレンツァ・コッソットさんが歌っているCDがあり


ますので、それを使ってもらっても結構です。（ダイアナさんの葬儀にも使用）以上で式は終わります。


次期は、没後49日以内 or 100日 or 1周忌でお願いできましたら幸いです。


会場は、すばるホールの銀河の間 or ラブリーホールの小ホールなどを使用していただけたら幸いです。


服装は、必ず平服で参列してもらい、合唱団も平服でお願いします。（音楽会の為、喪服の方は参列をご遠慮願ってください）








